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１．通信を始めるまでの手順 
 

ここではＰＩ－１２００とＰＬＣを通信するまでのこのマニュアルでの確認内容を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１ 
接続前の確認 

使用するＰＬＣのメーカ、ＣＰＵユニット、接続方法を確認して下さい。 

ステップ２ 

システム構成、結線 

使用するＰＬＣのシステム構成、ＰＬＣとＰＩ－１２００を接続するケーブルの 

結線図を確認して下さい。 

ステップ３ 

ユニット設定 

使用条件に合わせて、ＰＬＣ側のユニットを設定します。 

設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。 

ステップ４ 

ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定 

使用条件に合わせて、ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ側を設定します。 

設定後はＰＩ－１２００の電源を入れ直して下さい。 

ステップ５ 

ＰＩ－１２００ スイッチ設定 

使用条件に合わせて、ＰＩ－１２００のスイッチを設定します。 

設定後はＰＩ－１２００の電源を入れ直して下さい。 

ステップ６ 
接続確認 

ＰＬＣのデバイスをモニタする機能で接続状態を確認します。 
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２．三菱電機（株）製ＰＬＣとの接続  
  

２－１．接続前の確認 
 

 ここではＰＩ－１２００と三菱電機㈱製ＰＬＣを接続するために必要な項目を確認します。 

 ご使用のＰＬＣのＣＰＵユニット型式と、シリアルコミュニケーションユニットの型式を 

 ご確認下さい。 

 

シリーズ名 ＣＰＵユニット 接続方法 

ＭＥＬＳＥＣ－Ｑ 

Ｑ００ＪＣＰＵ 

シリアルコミュニケーションユニット経由 

ＱＪ７1Ｃ２４   

ＱＪ７1Ｃ２４－Ｒ２ 

ＱＪ７1ＣＭ０ 

ＱＪ７1Ｃ２４Ｎ 

ＱＪ７1Ｃ２４Ｎ－Ｒ２ 

ＱＪ７1Ｃ２４Ｎ－Ｒ４ 

Ｑ００ＣＰＵ 

Ｑ０１ＣＰＵ 

Ｑ０２ＣＰＵ 

Ｑ０２ＨＣＰＵ 

Ｑ０６ＨＣＰＵ 

Ｑ１２ＨＣＰＵ 

Ｑ２５ＨＣＰＵ 

Ｑ００ＵＪＣＰＵ 

Ｑ００ＵＣＰＵ 

Ｑ０１ＵＣＰＵ 

Ｑ０２ＵＣＰＵ 

Ｑ０３ＵＤＣＰＵ 

Ｑ０４ＵＤＨＣＰＵ 

Ｑ０６ＵＤＨＣＰＵ 

Ｑ１０ＵＤＨＣＰＵ 

Ｑ１３ＵＤＨＣＰＵ 

Ｑ２０ＵＤＨＣＰＵ 

Ｑ２６ＵＤＨＣＰＵ 

Ｑ０３ＵＤＥＣＰＵ 

Ｑ０４ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ０６ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ１０ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ１３ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ２０ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ２６ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ５０ＵＤＥＨＣＰＵ 

Ｑ１００ＵＤＥＨＣＰＵ 
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２－２．システム構成、結線 
 

 ここではＰＩ－１２００と三菱電機㈱製ＰＬＣを接続するためのシステム構成を説明します。 

 

■ＭＥＬＳＥＣ－Ｑシリーズ 
 

＜シリアルコミュニケーションユニット使用時のシステム構成＞ 

 

 シリアルコミュニケーションユニットのＲＳ－２３２ＣポートとＰＩ－１２００のＣＮ１ 

（Ｄ－ｓｕｂコネクタ）とを接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＲＳ―２３２Ｃ結線図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※弊社ではシリアルコミュニケーションユニットとＰＩ－１２００を接続するケーブルを 

  準備しております。 

機器間を接続するケーブルにつきましては、別紙「オプション一覧」をご参照下さい。 

 

  

ＣＰＵユニット 

 

シリアルコミュニケーションユニット 

 

 

ＲＳ－２３２Ｃ 

＋ ＰＩ－１２００ 

シリアルコミュニケーションユニット ＰＩ－１２００

２

１

３

４

５

６

７

８

９

２

１

３

４

５

６

７

８

９

Txd（送信データ）

Rxd（受信データ）

GND（信号グランド）

RD（受信データ）

SD（送信データ）

ER（データ端末レディ）

SG（信号グランド）

DR（データセットレディ）

RS（送信要求）

CS（送信可）
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２－３．ユニット設定 
 

 ここではユニットの設定方法を説明します。 

 

■ＭＥＬＳＥＣ－Ｑシリーズ 
 

＜シリアルコミュニケーションユニット使用＞ 

 通信条件はＧＸ－Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒで設定します。 

 

①ユニットスイッチ設定 

「パラメータ」～「ＰＣパラメータ」～「Ｉ／Ｏ割付設定」の「選択設定」で設定する場合、 

次のように設定します。 

 

 種別で「インテリ」を選択して「選択設定」で次のように設定します。 

 

項目 設定値 

ユニット種別 シリアルコミュニケーション／モデムインタフェースユニット 

ユニット型名 装着するユニット型名 

 

「ＯＫ」を選択してスイッチ設定を次のように設定します。 

 

項目 設定値 

データビット ８ 

パリティビット あり 

奇数／偶数パリティ 偶数 

ストップビット １ 

サムチェックコード あり 

ＲＵＮ中書込み 許可 

設定変更 許可 

通信速度設定 １１５２００ｂｐｓ 

交信プロトコル設定 ＭＣプロトコル（形式５） 

局番設定（ＣＨ１，２共通：０～３１） 任意の値を設定（※１） 

 

※１  局番設定は、２－４項 ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅによる接続先設定にて 

設定する局番と同じ番号に設定して下さい。 

 

「パラメータ」～「ＰＣパラメータ」～「Ｉ／Ｏ割付設定」の「スイッチ設定」で設定する場合、 

次のように設定します。 

 

 ｃｈ１使用時（入力形式 １６進数） 

項目 スイッチ１ スイッチ２ スイッチ５ 

使用するシリアルコミュニケーションユニット ０ＢＥＥ ０００５ ００００ 

  

※設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。 

 

※ここでは、通信速度設定１１５２００ｂｐｓで説明していますが、３８４００ｂｐｓでも可能です。 

ＰＩ－１２００のＳＷ１－ｂｉｔ５（上位層通信速度）の設定値と合わせて下さい。 
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２－４．ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定 
 

 ここではＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅの設定方法を説明します。 

 

■ＭＥＬＳＥＣ－Ｑシリーズ 
 

①「プロジェクト」～「ＰＬＣ間通信設定」で次のように設定します。 

なお、ＰＩ－１２００と共有するデバイスはデータレジスタのみです。 

デバイス値は数値だけを入力して下さい。（デバイス記号Ｄは入力不要です） 

ＰＩ－１２００では接続先イーサネット設定は必要ありません。 
 

使用するＰＬＣ 

項目 設定値 

接続ＰＬＣ 三菱（Ｑシリーズ） 

 

ＰＬＣとの接続 

項目 設定値 

接続方法 ＲＳ－２３２（ＰＩ－１２００） 

 

 デバイスアドレス（データレジスタ） 

項目 設定値 

指令領域先頭（ＰＬＣ→ＰＩ） データレジスタの任意のデバイス値（※１） 

応答領域先頭（ＰＩ→ＰＬＣ） データレジスタの任意のデバイス値（※１） 
ポイントデータ領域先頭（ＰＬＣ→ＰＩ） データレジスタの任意のデバイス値（※２） 

  

接続先設定 

項目 設定値 

局番 任意の値を設定（※３） 

ネットワーク番号 任意の値を設定（※４） 
ＰＣ番号 任意の値を設定（※４） 

要求ユニットＩ／Ｏ番号 任意の値を設定（※４） 

要求ユニット局 任意の値を設定（※４） 

 

※１ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は２００となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※２ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は７６８となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※３ 局番は２－３項 ユニットスイッチ設定で設定した局番設定と同じ値に設定して下さい。 

※４ 変更する必要がない場合、デフォルトの値に設定して下さい。 

 

②「オンライン」～「ＰＩ書込」で「ＰＬＣ間通信設定」のボックスをチェックして実行します。 

設定後はＰＩ－１２００の電源を入れ直して下さい。 
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２－５．ＰＩ－１２００ スイッチ設定 
 

ここではＰＩ－１２００のスイッチ（ＳＷ１）設定方法を説明します。 

 

①通信機能の設定 

ＳＷ１のｂｉｔ１～３は全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ４はＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度設定です。 

使用するＡＥ－ＬＩＮＫスレーブ機器に応じて、通信速度を設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ５は２－３項ユニット設定で設定した通信速度に合わせて、設定して下さい。 

  ＳＷ１のｂｉｔ７はＰＬＣモードを選択するため“ＯＮ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ６、ｂｉｔ８は予備のスイッチなので全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

 

  ｂｉｔ１～８機能 

スイッチ番号 機能 ＯＦＦ ＯＮ 

ｂｉｔ１ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ２ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ３ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ４ ＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ ３０７．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ５ 上位層通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ １１５．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ６ 予備 － － 

ｂｉｔ７ モード ＰＣモード ＰＬＣモード 

ｂｉｔ８ 予備 － － 

 

※スイッチの設定は、コントローラの電源を切った状態で行って下さい。 

スイッチの設定は、絶縁されたマイナスドライバ等を使用して下さい。 

 

２－６．接続確認 
 

設定が完了した後は、接続状態の確認を行って下さい。 

 

接続状態の確認はＧＸ－Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒで行います。 

「オンライン」～「モニタ」～「デバイス一括」でデバイス一括モニタを表示させます。 

「デバイス」にＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定で応答領域先頭に設定したデバイスアドレスを 

入力します。 

応答領域先頭デバイスのｂｉｔ８～ｂｉｔ１５（Ｆ）にはＰＩ－１２００のＷＤＴ（ウォッチドッグ 

タイマ）が反映されています。 

ｂｉｔ８～１５が１秒ごとに１つずつ変化していれば接続状態は正常です。 

ｂｉｔ８～１５のデータが変化しない場合には正常な通信が行われていない可能性があるので、 

もう一度各設定内容を確認して下さい。
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３．（株）キーエンス製ＰＬＣとの接続  
  

３－１．接続前の確認 
 

 ここではＰＩ－１２００と㈱キーエンス製ＰＬＣを接続するために必要な項目を確認します。 

 ご使用のＰＬＣのＣＰＵユニット型式と、シリアルコミュニケーションユニットの型式を 

  ご確認下さい。 

 

シリーズ名 ＣＰＵユニット 接続方法 

ＫＶ 

ＫＶ－７００ 

シリアルコミュニケーションユニット経由 

ＫＶ－Ｌ２０Ｖ 

ＫＶ－１０００ 

ＫＶ－３０００ 

ＫＶ－５０００ 

 

 

３－２．システム構成、結線 
 

 ここではＰＩ－１２００と㈱キーエンス製ＰＬＣを接続するためのシステム構成を説明します。 

 

■ＫＶシリーズ 
 

＜シリアルコミュニケーションユニット使用時のシステム構成＞ 

 

 シリアルコミュニケーションユニットのＲＳ－２３２ＣポートとＰＩ－１２００のＣＮ１ 

（Ｄ－ｓｕｂコネクタ）とを接続して下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＣＰＵユニット 

 

シリアルコミュニケーションユニット 

 

 

 

ＲＳ－２３２Ｃ 

＋ ＰＩ－１２００ 
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＜ＲＳ―２３２Ｃ結線図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※弊社ではシリアルコミュニケーションユニットとＰＩ－１２００を接続するケーブルを 

  準備しております。 

機器間を接続するケーブルにつきましては、別紙「オプション一覧」をご参照下さい。

シリアルコミュニケーションユニット ＰＩ－１２００

２

１

３

４

５

６

７

８

９

２

１

３

４

５

６

７

８

９

Txd（送信データ）

Rxd（受信データ）

GND（信号グランド）

RD（受信データ）

SD（送信データ）

ER（データ端末レディ）

SG（信号グランド）

DR（データセットレディ）

RS（送信要求）

CS（送信可）
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３－３．ユニット設定 
 

 ここではユニットの設定方法を説明します。 

 

■ＫＶシリーズ 
 

＜シリアルコミュニケーションユニット使用＞ 

 通信条件はＫＶ－ＳＴＵＤＩＯで設定します。 

 

①使用ユニット選択 

「ツール」～「ユニットエディタ」の「ユニット選択（１）」で使用するシリアルコミュニケーション 

ユニットを選択してユニット構成に追加します。ＫＶ－７００、ＫＶ－１０００にＫＶ－Ｌ２０Ｖを 

接続する場合、ユニットはＫＶ－Ｌ２０Ｖ／Ｒを選択して下さい。 

 

②ユニットスイッチ設定 

「ツール」～「ユニットエディタ」の「ユニット設定（２）」で次のように設定します。 

 

基本設定 

項目 設定値 

先頭ＤＭ番号 対象ユニットの先頭ＤＭ番号 

使用ＤＭ数 占有ＤＭ数 

先頭リレー番号（ｃｈ単位設定） 対象ユニットの先頭リレー番号 

使用リレー点数 占有リレーｃｈ数 

局番 任意の値を設定（※１） 

 

ポート設定 

項目 設定値 

動作モード プロトコルモード１ 

詳細 --- 

インタフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

ボーレート １１５２００ｂｐｓ 

データビット長 ８ビット 

スタートビット １ビット 

ストップビット １ビット 

パリティ 偶数 

チェックサム あり 

ＲＳ／ＣＳフロー制御 しない 

 

※１ 局番設定は、３－４項 ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅによる接続先設定にて設定する 

局番号と同じ番号に設定して下さい。 

 

※  設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。 

 
※  ここでは、通信速度設定１１５２００ｂｐｓで説明していますが、３８４００ｂｐｓでも可能です。 

ＰＩ－１２００のＳＷ１－ｂｉｔ５（上位層通信速度）の設定値と合わせて下さい。 
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３－４．ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定 
 

ここではＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅの設定方法を説明します。 

 

■ＫＶシリーズ 

 

①「プロジェクト」～「ＰＬＣ間通信設定」で次のように設定します。 

なお、ＰＩ－１２００と共有するデバイスはデータメモリのみです。 

デバイス値は数値だけを入力して下さい。（デバイス記号は入力不要です） 

ＰＩ－１２００では接続先イーサネット設定は必要ありません。 

 

使用するＰＬＣ 

項目 設定値 

接続ＰＬＣ キーエンス（ＫＶシリーズ） 

 

ＰＬＣとの接続 

項目 設定値 

接続方法 ＲＳ－２３２（ＰＩ－１２００） 

 

 デバイスアドレス（データレジスタ） 

項目 設定値 

指令領域先頭（ＰＬＣ→ＰＩ） データメモリの任意のデバイス値（※１） 

応答領域先頭（ＰＩ→ＰＬＣ） データメモリの任意のデバイス値（※１） 
ポイントデータ領域先頭（ＰＬＣ→ＰＩ） データメモリの任意のデバイス値（※２） 

 

接続先設定 

項目 設定値 

局番号 任意の値を設定（※３） 

 

※１ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は２００となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※２ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は７６８となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※３ 局番号は３－３項 ユニットスイッチ設定で設定した局番と同じ値に設定して下さい。 

 

②「オンライン」～「ＰＩ書込」で「ＰＬＣ間通信設定」のボックスをチェックして実行します。 

設定後はＰＩ－１２００の電源を入れ直して下さい。 
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３－５．ＰＩ－１２００ スイッチ設定 
 

ここではＰＩ－１２００のスイッチ（ＳＷ１）設定方法を説明します。 

 

①通信機能の設定 

ＳＷ１のｂｉｔ１～３は全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ４はＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度設定です。 

使用するＡＥ－ＬＩＮＫスレーブ機器に応じて、通信速度を設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ５は３－３項ユニット設定で設定した通信速度に合わせて、設定して下さい。 

  ＳＷ１のｂｉｔ７はＰＬＣモードを選択するため“ＯＮ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ６、ｂｉｔ８は予備のスイッチなので全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

 

  ｂｉｔ１～８機能 

スイッチ番号 機能 ＯＦＦ ＯＮ 

ｂｉｔ１ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ２ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ３ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ４ ＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ ３０７．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ５ 上位層通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ １１５．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ６ 予備 － － 

ｂｉｔ７ モード ＰＣモード ＰＬＣモード 

ｂｉｔ８ 予備 － － 

 

※スイッチの設定は、コントローラの電源を切った状態で行って下さい。 

スイッチの設定は、絶縁されたマイナスドライバ等を使用して下さい。 

 

３－６．接続確認 
 

設定が完了した後は、接続状態の確認を行って下さい。 

 

接続状態の確認はＫＶ－ＳＴＵＤＩＯで行います。 

「モニタ／シミュレータ」の「一括モニタウィンドウ」で一括モニタを表示させます。 

「デバイス」にＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定で応答領域先頭に設定したデバイスアドレスを 

入力します。 

応答領域先頭デバイスのｂｉｔ８～ｂｉｔ１５（Ｆ）にはＰＩ－１２００のＷＤＴ（ウォッチドッグ 

タイマ）が反映されています。 

ｂｉｔ８～１５が１秒ごとに１つずつ変化していれば接続状態は正常です。 

ｂｉｔ８～１５のデータが変化しない場合には正常な通信が行われていない可能性があるので、 

もう一度各設定内容を確認して下さい。
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４．オムロン（株）製ＰＬＣとの接続  
  

４－１．接続前の確認 
 

 ここではＰＩ－１２００とオムロン（株）製ＰＬＣを接続するために必要な項目を確認します。 

 ご使用のＰＬＣのＣＰＵユニット型式と、シリアルコミュニケーションユニットの型式を 

  ご確認下さい。 

 

シリーズ名 ＣＰＵユニット 接続方法 

ＣＪ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６４Ｈ－Ｒ 

シリアルコミュニケーションユニット経由 

ＣＪ１Ｗ－ＳＣＵ２１－Ｖ１ 

ＣＪ１Ｗ－ＳＣＵ４１－Ｖ１ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６５Ｈ－Ｒ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６６Ｈ－Ｒ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６７Ｈ－Ｒ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６５Ｈ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６６Ｈ 

ＣＪ１Ｈ－ＣＰＵ６７Ｈ 

ＣＪ１Ｇ－ＣＰＵ４２Ｈ 

ＣＪ１Ｇ－ＣＰＵ４３Ｈ 

ＣＪ１Ｇ－ＣＰＵ４４Ｈ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ１１ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ１２ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ１３ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ１１－ＥＴＮ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ１２－ＥＴＮ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ１３－ＥＴＮ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ２１ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ２２ 

ＣＪ１Ｍ－ＣＰＵ２３ 

ＣＳ 

ＣＳ１Ｈ－ＣＰＵ６３Ｈ 

シリアルコミュニケーションユニット経由 

ＣＳ１Ｗ－ＳＣＢ２１－Ｖ１ 

ＣＳ１Ｗ－ＳＣＢ４１－Ｖ１ 

ＣＳ１Ｗ－ＳＣＵ２１－Ｖ１ 

ＣＳ１Ｈ－ＣＰＵ６４Ｈ 

ＣＳ１Ｈ－ＣＰＵ６５Ｈ 

ＣＳ１Ｈ－ＣＰＵ６６Ｈ 

ＣＳ１Ｈ－ＣＰＵ６７Ｈ 

ＣＳ１Ｇ－ＣＰＵ４２Ｈ 

ＣＳ１Ｇ－ＣＰＵ４３Ｈ 

ＣＳ１Ｇ－ＣＰＵ４４Ｈ 

ＣＳ１Ｇ－ＣＰＵ４５Ｈ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ６５Ｐ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ６７Ｐ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ６５Ｈ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ６７Ｈ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ４２Ｓ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ４４Ｓ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ６５Ｓ 

ＣＳ１Ｄ－ＣＰＵ６７Ｓ 
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４－２．システム構成、結線 
 

 ここではＰＩ－１２００とオムロン㈱製ＰＬＣを接続するためのシステム構成を説明します。 

 

■ＣＪ／ＣＳシリーズ 
 

＜シリアルコミュニケーションユニット使用時のシステム構成＞ 

 

 シリアルコミュニケーションユニットのＲＳ－２３２ＣポートとＰＩ－１２００のＣＮ１ 

（Ｄ－ｓｕｂコネクタ）とを接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＲＳ―２３２Ｃ結線図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※弊社ではシリアルコミュニケーションユニットとＰＩ－１２００を接続するケーブルを 

  準備しております。 

機器間を接続するケーブルにつきましては、別紙「オプション一覧」をご参照下さい。

ＣＰＵユニット 

 

シリアルコミュニケーションユニット 

 

 

 

ＲＳ－２３２Ｃ 

＋ ＰＩ－１２００ 

シリアルコミュニケーションユニット ＰＩ－１２００

２

１

３

４

５

６

７

８

９

２

１

３

４

５

６

７

８

９

Txd（送信データ）

Rxd（受信データ）

GND（信号グランド）

SD（送信データ）

RD（受信データ）

RS（送信要求）

CS（送信可）

5V

DR（データセットレディ）

ER（端末装置レディ）

FG

SG
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４－３．ユニット設定 
 

 ここではユニットの設定方法を説明します。 

 

■ＣＪ／ＣＳシリーズ 
 

＜シリアルコミュニケーションユニット使用＞ 

 通信条件はＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒで設定します。 

 

①使用ユニット選択 

「プロジェクト」～「Ｉ／Ｏテーブル・ユニット設定」で「ＰＬＣのＩ／Ｏテーブル」を表示します。 

「ＣＰＵラック」～「空きスロット」～「通信」から使用するシリアルコミュニケーションユニットを 

選択します。 

 

②ユニットスイッチ設定 

「プロジェクト」～「Ｉ／Ｏテーブル・ユニット設定」で「ＰＬＣのＩ／Ｏテーブル」を表示します。 

使用するシリアルコミュニケーションユニットを選択して「パラメータの表示」を表示します。 

表示パラメータグループで接続するポートの「上位リンク設定」を選択して次のように設定します。 

 

任意設定の有無 任意設定 

シリアル通信モード 初期値（上位リンク） 

データ長 ８ビット 

ストップビット １ビット 

パリティ 偶数 

伝送速度 １１５２００ｂｐｓ 

送信ディレー時間 初期値（０ｍｓ） 

送信ディレー任意設定時間 ０ 

ＣＴＳ制御 なし 

１：Ｎ／１：１手順 １：１手順 

フレームフォーマット 初期値（Ａモード） 

上位リンク号機Ｎｏ． 任意の値を設定（※１） 

 

※１ 上位リンク号機Ｎｏ．は、４－４項 ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅによる接続先設定にて設定する 

号機Ｎｏ．と同じ番号に設定して下さい。 

 

※  設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。 

 
※  ここでは、通信速度設定１１５２００ｂｐｓで説明していますが、３８４００ｂｐｓでも可能です。 

ＰＩ－１２００のＳＷ１－ｂｉｔ５（上位層通信速度）の設定値と合わせて下さい。 
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４－４．ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定 
 

ここではＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅの設定方法を説明します。 

 

■ＣＪ／ＣＳシリーズ 

 

①「プロジェクト」～「ＰＬＣ間通信設定」で次のように設定します。 

なお、ＰＩ－１２００と共有するデバイスはデータメモリのみです。 

デバイス値は数値だけを入力して下さい。（デバイス記号は入力不要です） 

ＰＩ－１２００では接続先イーサネット設定は必要ありません。 

 

使用するＰＬＣ 

項目 設定値 

接続ＰＬＣ オムロン（ＣＪ,ＣＳシリーズ） 

 

ＰＬＣとの接続 

項目 設定値 

接続方法 ＲＳ－２３２（ＰＩ－１２００） 

 

デバイスアドレス（データレジスタ） 

項目 設定値 

指令領域先頭ＤＭ ＥＭ（ＰＬＣ→ＰＩ） データメモリの任意のデバイス値（※１） 

応答領域先頭ＤＭ ＥＭ（ＰＩ→ＰＬＣ） データメモリの任意のデバイス値（※１） 
ポイントデータ領域先頭ＤＭ ＥＭ（ＰＬＣ→ＰＩ） データメモリの任意のデバイス値（※２） 

 

接続先設定 

項目 設定値 

号機Ｎｏ． 任意の値を設定（※３） 

 

※１ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は２００となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※２ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は５７６８となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※３ 号機Ｎｏ．は４－３項 ユニットスイッチ設定で設定した上位リンク号機Ｎｏ．と 

同じ値に設定して下さい。 

 

②「オンライン」～「ＰＩ書込」で「ＰＬＣ間通信設定」のボックスをチェックして実行します。 

設定後はＰＩ－１２００の電源を入れ直して下さい。 
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４－５．ＰＩ－１２００ スイッチ設定 
 

ここではＰＩ－１２００のスイッチ（ＳＷ１）設定方法を説明します。 

 

①通信機能の設定 

ＳＷ１のｂｉｔ１～３は全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ４はＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度設定です。 

使用するＡＥ－ＬＩＮＫスレーブ機器に応じて、通信速度を設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ５は４－３項ユニット設定で設定した通信速度に合わせて、設定して下さい。 

  ＳＷ１のｂｉｔ７はＰＬＣモードを選択するため“ＯＮ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ６、ｂｉｔ８は予備のスイッチなので全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

 

  ｂｉｔ１～８機能 

スイッチ番号 機能 ＯＦＦ ＯＮ 

ｂｉｔ１ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ２ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ３ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ４ ＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ ３０７．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ５ 上位層通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ １１５．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ６ 予備 － － 

ｂｉｔ７ モード ＰＣモード ＰＬＣモード 

ｂｉｔ８ 予備 － － 

 

※スイッチの設定は、コントローラの電源を切った状態で行って下さい。 

スイッチの設定は、絶縁されたマイナスドライバ等を使用して下さい。 

 

４－６．接続確認 
 

設定が完了した後は、接続状態の確認を行って下さい。 

 

接続状態の確認はＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒで行います。 

「プロジェクト」～「ＰＬＣメモリ」の「Ｄ」を表示させます。 

「先頭チャンネル」にＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定で応答領域先頭に設定したデバイスアドレスを 

入力します。 

応答領域先頭デバイスのｂｉｔ８～ｂｉｔ１５（Ｆ）にはＰＩ－１２００のＷＤＴ（ウォッチドッグ 

タイマ）が反映されています。 

ｂｉｔ８～１５が１秒ごとに１つずつ変化していれば接続状態は正常です。 

ｂｉｔ８～１５のデータが変化しない場合には正常な通信が行われていない可能性があるので、 

もう一度各設定内容を確認して下さい。 
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５．パナソニック電工（株）製ＰＬＣとの接続  
  

５－１．接続前の確認 
 

 ここではＰＩ－１２００とパナソニック電工（株）製ＰＬＣを接続するために必要な項目を確認します。 

 ご使用のＰＬＣのＣＰＵユニット型式、カセット型式、通信ユニットの型式をご確認下さい。 

 

シリーズ名 ＣＰＵユニット 接続方法 

ＦＰ０Ｒ 

ＦＰ０Ｒ－Ｃ１０ 

ＲＳ－２３２Ｃポート使用 

ＦＰ０Ｒ－Ｃ１４ 

ＦＰ０Ｒ－Ｃ１６ 

ＦＰ０Ｒ－Ｃ３２ 

ＦＰ０Ｒ－Ｔ３２ 

ＦＰ－Ｘ 

ＡＦＰＸ－Ｃ１４Ｒ 

通信カセット装着 

ＡＦＰＸ－ＣＯＭ１ 

ＡＦＰＸ－ＣＯＭ２ 

ＡＦＰＸ－ＣＯＭ４ 

ＡＦＰＸ－ＣＯＭ５ 

ＡＦＰＸ－Ｃ１４ＲＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ３０Ｒ 

ＡＦＰＸ－Ｃ３０ＲＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ６０Ｒ 

ＡＦＰＸ－Ｃ６０ＲＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ１４Ｔ 

ＡＦＰＸ－Ｃ１４ＴＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ１４Ｐ 

ＡＦＰＸ－Ｃ１４ＰＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ３０Ｔ 

ＡＦＰＸ－Ｃ３０ＴＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ３０Ｐ 

ＡＦＰＸ－Ｃ３０ＰＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ６０Ｔ 

ＡＦＰＸ－Ｃ６０ＴＤ 

ＡＦＰＸ－Ｃ６０Ｐ 

ＡＦＰＸ－Ｃ６０ＰＤ 

ＦＰΣ 

ＡＦＰＧ２５４３Ｈ 

コミュニケーションカセット装着 

ＡＦＰＧ８０１ 

ＡＦＰＧ８０２ 

ＡＦＰＧ８０６ 

ＡＦＰＧ２５４３ 

ＡＦＰＧ２６４３Ｈ 

ＡＦＰＧ２６４３ 

ＡＦＰＧ２４２３Ｈ 

ＡＦＰＧ２４２３ 

ＡＦＰＧ２６５３Ｈ 

ＡＦＰＧ２６５３ 

ＡＦＰＧ２５４３ＨＴＭ 

ＡＦＰＧ２５４３ＴＭ 

ＡＦＰＧ２６４３ＨＴＭ 

ＡＦＰＧ２６４３ＴＭ 

ＡＦＰＧ２４２３ＨＴＭ 

ＡＦＰＧ２４２３ＴＭ 

ＡＦＰＧ２６５３ＨＴＭ 

ＡＦＰＧ２６５３ＴＭ 

ＦＰ２／ 

ＦＰ２ＳＨ 

ＡＦＰ２２１１ 

ＲＳ－２３２Ｃポート使用 

または通信ユニット 

ＡＦＰ２４６５ 

ＡＦＰ２２１２ 

ＡＦＰ２２１４ 

ＡＦＰ２２３１ 

ＡＦＰ２２３５ 

ＡＦＰ２２５５ 
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５－２．システム構成、結線 
 

 ここではＰＩ－１２００とパナソニック電工㈱製ＰＬＣを接続するためのシステム構成を説明します。 

 

■ＦＰシリーズ 
 

＜各種カセット使用時のシステム構成＞ 

 

 ＣＰＵユニットに装着した各種カセットのＲＳ－２３２ＣポートとＰＩ－１２００のＣＮ１ 

（Ｄ－ｓｕｂコネクタ）とを接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＲＳ－２３２Ｃポート使用時のシステム構成＞ 

 

 ＣＰＵユニットのＲＳ－２３２ＣポートとＰＩ－１２００のＣＮ１（Ｄ－ｓｕｂコネクタ）とを 

接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＰＵユニット（各種カセット装着） 

 

ＲＳ－２３２Ｃ 

ＰＩ－１２００ 

ＣＰＵユニット 

ＲＳ－２３２Ｃ 

ＰＩ－１２００ 

ＲＳ－２３２Ｃ 
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＜通信ユニット使用時のシステム構成＞ 

 

 通信ユニットのＲＳ－２３２ＣポートとＰＩ－１２００のＣＮ１（Ｄ－ｓｕｂコネクタ）とを接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＲＳ―２３２Ｃ結線図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＳ－２３２Ｃ 

ＰＩ－１２００ 

５ピンコネクタ接続例 

３ピンコネクタ接続例 

ＣＰＵユニット 

 

通信ユニット 

 

 

 

＋ 

ＣＰＵユニット ＰＩ－１２００

２

１

３

２

１

３

４

５

６

７

８

９

Txd（送信データ）

Rxd（受信データ）

GND（信号グランド）

RD（受信データ）

SG

SD（送信データ）

ＲＳ－２３２Ｃポート使用時

ＣＰＵユニット ＰＩ－１２００

２

１

３

４

５

２

１

３

４

５

６

７

８

９

Txd（送信データ）

Rxd（受信データ）

GND（信号グランド）

RD（受信データ）

RS（送信要求）

CS（送信可）

SG

SD（送信データ）

各種カセット装着時
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 ※弊社ではＣＰＵユニット、通信ユニットとＰＩ－１２００を接続するケーブルを準備しております。 

機器間を接続するケーブルにつきましては、別紙「オプション一覧」をご参照下さい。

９ピンコネクタ接続例 

ＣＰＵユニット、通信ユニット ＰＩ－１２００

２

１

３

２

１

３

４

５

６

７

８

９

Txd（送信データ）

Rxd（受信データ）

GND（信号グランド）

SD（送信データ）

RD（受信データ）

ＲＳ－２３２Ｃポート、通信ユニット使用時

４

５

６

７

８

９

RS（通信要求）

CS（通信可）

SG

ER（データ端末レディ）
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５－３．ユニット設定 
 

 ここではユニットの設定方法を説明します。 

 

■ＦＰシリーズ 
 

 次の内容を設定する必要があります。 

 

項目 設定値 

通信モード ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ 

局番 ０以外の値を設定 

ボーレート設定 １１５２００ｂｐｓ，３８４００ｂｐｓ 

送信データ長 ８ビット 

送信パリティチェック 奇数 

送信ストップビット １ビット 

 

■ＦＰＷＩＮ ＰＲＯでの設定例 
 

＜ＲＳ２３２Ｃポート使用、各種カセット装着＞ 

①ＣＯＭポート設定 

「プロジェクト」～「ＰＬＣ」～「システムレジスタ」～「ＣＯＭポート設定」で 

「ＣＯＭポート設定」を表示します。 

使用するＣＯＭポートを次のように設定します。 

 

通信モード ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭマスタ／スレーブ[コンピュータリンク] 

局番 任意の値を設定（※１） 

ボーレート設定 １１５２００ 

送信データ長 ８ビット 

送信パリティチェック 奇数 

送信ストップビット １ビット 

送信始端コード ＳＴＸ無し 

送信終端コード／受信完了状態 ＣＲ 

受信バッファ先頭アドレス 必要に応じて設定（※２） 

受信バッファ容量 必要に応じて設定（※２） 

モデム接続 禁止 

 

※１ 局番は、５－４項 ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅによる接続先設定にて設定する 

局番号と同じ番号に設定して下さい。 

※２ ＰＩ－１２００では使用しません。使用環境の必要に応じて設定してください。 

 

※  設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。 

 
※ ここでは、ボーレート設定１１５２００ｂｐｓで説明していますが、 

３８４００ｂｐｓでも可能です。 

ＰＩ－１２００のＳＷ１－ｂｉｔ５（上位層通信速度）の設定値と合わせて下さい。 
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＜通信ユニット使用（通信ユニットの設定スイッチを使用）＞ 

 

①通信ユニットの動作モード設定 

 通信ユニットのモード速度設定スイッチを次のように設定します。 

 

ＣＯＭ１使用時 

１（ＣＯＭ１使用時ＯＮ） ＯＮ 

２（ＣＯＭ１使用時ＯＮ） ＯＮ 

３（ＣＯＭ１通信速度） ＯＦＦ（※１） 

４（ＣＯＭ１通信速度） ＯＦＦ（※１） 

５（ＣＯＭ２使用時ＯＮ） ＯＦＦ 

６（ＣＯＭ２使用時ＯＮ） ＯＦＦ 

７（ＣＯＭ２通信速度） ＯＦＦ（※１） 

８（ＣＯＭ２通信速度） ＯＦＦ（※１） 

 

②通信ユニット局番設定 

通信ユニットの局番設定スイッチで任意の値（※２）に設定します。 

 

③メモリスイッチ設定 

ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏで通信ユニットのメモリスイッチを設定します。 

「プロジェクト」～「ＰＬＣ」～「Ｍｕｌｔｉ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎユニット」で 

  「ＭＣＵ設定」を表示します。通信ユニットを装着したスロットを選択して次のように設定します。 

 

ユニットＮｏ． 任意の値を設定（※２） 

通信速度 １１５２００ｂｐｓ 

データ長 ８ｂｉｔ 

パリティ 奇数 

ストップビット １ｂｉｔ 

ＲＳ／ＣＳ 任意設定 

送信待ち時間 任意設定 

始端コード ＳＴＸ無し 

終端コード ＣＲ 

モデム初期化 しない 

 

 

※１ モード速度設定スイッチの３と４（ＣＯＭ１使用時）を両方ＯＦＦに設定すると 

１１５２００ｂｐｓとなります。３８４００ｂｐｓは設定できません。 

 

※２ 局番は、５－４項 ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅによる接続先設定にて設定する 

局番号と同じ番号に設定して下さい。 

 

※ 設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。 
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＜通信ユニット使用（通信ユニットの設定スイッチを未使用）＞ 

 

①通信ユニットの動作モード設定 

 通信ユニットのモード速度設定スイッチを次のように設定します。 

 

ＣＯＭ１使用時 

１（ＣＯＭ１使用時ＯＮ） ＯＮ 

２（ＣＯＭ１使用時ＯＮ） ＯＮ 

３（ＣＯＭ１通信速度） ＯＮ（※１） 

４（ＣＯＭ１通信速度） ＯＮ（※１） 

５（ＣＯＭ２使用時ＯＮ） ＯＦＦ 

６（ＣＯＭ２使用時ＯＮ） ＯＦＦ 

７（ＣＯＭ２通信速度） ＯＦＦ（※１） 

８（ＣＯＭ２通信速度） ＯＦＦ（※１） 

 

②通信ユニット局番設定 

通信ユニットの局番設定スイッチを０に設定します。局番設定スイッチを０に設定することで 

メモリスイッチ設定のユニットＮｏ．設定が反映されます。 

 

③メモリスイッチ設定 

ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏで通信ユニットのメモリスイッチを設定します。 

「プロジェクト」～「ＰＬＣ」～「Ｍｕｌｔｉ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎユニット」で 

  「ＭＣＵ設定」を表示します。通信ユニットを装着したスロットを選択して次のように設定します。 

 

ユニットＮｏ． 任意の値を設定（※２） 

通信速度 １１５２００ｂｐｓ（※３） 

データ長 ８ｂｉｔ 

パリティ 奇数 

ストップビット １ｂｉｔ 

ＲＳ／ＣＳ 任意設定 

送信待ち時間 任意設定 

始端コード ＳＴＸ無し 

終端コード ＣＲ 

モデム初期化 しない 

 

 

※１ モード速度設定スイッチの３と４（ＣＯＭ１使用時）を両方ＯＮに設定すると 

メモリスイッチで設定した通信速度が反映されます。 

 

※２ 局番は、５－４項 ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅによる接続先設定にて設定する 

局番号と同じ番号に設定して下さい。 

 

※３ メモリスイッチ設定では３８４００ｂｐｓも選択可能です。 

ＰＩ－１２００のＳＷ１－ｂｉｔ５（上位層通信速度）の設定値と合わせて下さい。 

 

※  設定後はＰＬＣをリセット、または電源を入れ直して下さい。
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５－４．ＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定 
 

ここではＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅの設定方法を説明します。 

 

■ＦＰシリーズ 

 

①「プロジェクト」～「ＰＬＣ間通信設定」で次のように設定します。 

なお、ＰＩ－１２００と共有するデバイスはデータメモリのみです。 

デバイス値は数値だけを入力して下さい。（デバイス記号は入力不要です） 

ＰＩ－１２００では接続先イーサネット設定は必要ありません。 

 

使用するＰＬＣ 

項目 設定値 

接続ＰＬＣ パナソニック（ＦＰシリーズ） 

 

ＰＬＣとの接続 

項目 設定値 

接続方法 ＲＳ－２３２（ＰＩ－１２００） 

 

 デバイスアドレス（データレジスタ） 

項目 設定値 

指令領域先頭（ＰＬＣ→ＰＩ） データメモリの任意のデバイス値（※１） 

応答領域先頭（ＰＩ→ＰＬＣ） データメモリの任意のデバイス値（※１） 
ポイントデータ領域先頭（ＰＬＣ→ＰＩ） データメモリの任意のデバイス値（※２） 

 

接続先設定 

項目 設定値 

局番号 任意の値を設定（※３） 

 

※１ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は２００となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※２ 設定したデバイス値から占有するデバイス数は７６８となります。 

他のデバイスと重複しないように設定して下さい。 

ＰＩ－１２００の取扱説明書をご参照ください。 

※３ 局番号は５－３項 ＣＯＭポート設定で設定した局番号と 

同じ値に設定して下さい。 

 

②「オンライン」～「ＰＩ書込」で「ＰＬＣ間通信設定」のボックスをチェックして実行します。 

設定後はＰＩ－１２００の電源を入れ直して下さい。 
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５－５．ＰＩ－１２００ スイッチ設定 
 

ここではＰＩ－１２００のスイッチ（ＳＷ１）設定方法を説明します。 

 

①通信機能の設定 

ＳＷ１のｂｉｔ１～３は全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ４はＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度設定です。 

使用するＡＥ－ＬＩＮＫスレーブ機器に応じて、通信速度を設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ５は５－３項ユニット設定で設定した通信速度に合わせて、設定して下さい。 

  ＳＷ１のｂｉｔ７はＰＬＣモードを選択するため“ＯＮ”に設定して下さい。 

ＳＷ１のｂｉｔ６、ｂｉｔ８は予備のスイッチなので全て“ＯＦＦ”に設定して下さい。 

 

  ｂｉｔ１～８機能 

スイッチ番号 機能 ＯＦＦ ＯＮ 

ｂｉｔ１ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ２ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ３ バンク切り換え － － 

ｂｉｔ４ ＡＥ－ＬＩＮＫ通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ ３０７．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ５ 上位層通信速度 ３８．４ｋｂｐｓ １１５．２ｋｂｐｓ 

ｂｉｔ６ 予備 － － 

ｂｉｔ７ モード ＰＣモード ＰＬＣモード 

ｂｉｔ８ 予備 － － 

 

※スイッチの設定は、コントローラの電源を切った状態で行って下さい。 

スイッチの設定は、絶縁されたマイナスドライバ等を使用して下さい。 

 

５－６．接続確認 
 

設定が完了した後は、接続状態の確認を行って下さい。 

 

接続状態の確認はＦＰＷＩＮ Ｐｒｏで行います。 

「モニタ」～「ユーザモニタ」で「ユーザモニタ」を表示させます。 

「変数の選択」にＰＩ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ設定で応答領域先頭に設定したデバイスアドレスを 

入力します。 

応答領域先頭デバイスのｂｉｔ８～ｂｉｔ１５（Ｆ）にはＰＩ－１２００のＷＤＴ（ウォッチドッグ 

タイマ）が反映されています。 

ユーザモニタを２進で表示させたとき、ｂｉｔ８～１５が１秒ごとに１つずつ変化していれば 

接続状態は正常です。 

ｂｉｔ８～１５のデータが変化しない場合には正常な通信が行われていない可能性があるので、 

もう一度各設定内容を確認して下さい。 
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●本資料は、製品をご購入していただくための参考資料となっております。本資料中に記載の技術情報について旭エンジ 

ニアリングが所有する知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。 

 

●本資料に記載した情報に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、旭エンジニアリングは責任を負いません。 

 

●本資料に記載した情報は本資料発行時点のものであり、旭エンジニアリングは、予告なしに、本資料に記載した製品 

または仕様を変更することがあります。 

 

●本資料に記載した情報は正確を期すため、慎重に制作したものですが、万一本資料の記述誤りに起因する損害がお客様に 

生じた場合には、旭エンジニアリングはその責任を負いません。 

 

●本資料に記載された製品は一般的な産業機器の組込用として設計・製造されています。医療用機器・原子力関係・その他 

直接人命に関わる機器等には使用しないで下さい。 

 

●本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら旭エンジニアリング、販売店まで 

ご照会下さい。 

 

 

 

■製造：     

 

小平事業所   〒187-0043 東京都小平市学園東町 3-3-22 

        Tel：042-342-4422（代）、042-342-4421（技術部・営業部） 

        Fax：042-342-4423 

ホームページ： http://www.asahi-e.com 

Mail：     info@asahi-engineering.co.jp 

 

 

２０１０年 ２月２３日 改訂 


